
郎螂兆雹趙 はざ ∫ 鮨漑鞣幌之診靡褥鰊魏

① D13とセパの平行締付け ③ 単独使用での浮かし

④鉄骨等からのセパ引 ⑤スーパーアンカーの固定 ⑥D10を利用した浮かし ⑦D13を利用した浮かし

6通り以上の組み合わせを1簡単ロックの

※ あなたしだいで他にも使い方はいろいろ
※ 用途

上間止め型枠、スラブ段差型枠、PCスラブからのスラブ引き

段差型枠の浮かし、鉄骨等からのセパ引き、フラットバー等の固定等

※ 取付 け方法 (平 行締付 け時 )

鉄筋に回し入れる

吟 ⇒
Dセパレーターにヒッカケて ②鉄筋を奥まではめ

回しながら鉄筋をはめ込む

込む 0ボルトを締付けて完了
(ボ ル ト締付 ,ト ルク20N m程 虜

(商 品名 )

特言午第4332216号
※ 注意事項

鉄筋 D10と セパの平行締付け及びセパ同士の平行締付け時は、

上部材がA部から外れる恐れがある為

図 1、 図 2の様に上部セパを奥面に着けて締付けてください。

ボル トの締め過ぎによる金物自体の変形により

所定の強度が得られない場合がある為

締付けトルクは、20N m程 度で行つて下さい。
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図 1 図 2

(鉄筋 D10と セバ との平行締付 け)  (セ パ 同士の平行締 付 け)

引張試験を行い、その小さい方の数値に、09を乗じた値にしています

D13か ら直行弓■※ 参考 資料 鉄骨等か ら直行引 き

(近 畿高エネルギー加工技術研究所 調べ
)

最大弓張荷重(N)  3471(354kgf)
※ 鉄骨等からのセバ弓き荷重は、塗装、汚れ、変形等により

異なりますので、それらを踏まえて判断して下さい.

最大弓張荷重(N) 1,728(176kgf)

※ 鉄筋等からの直行引き荷重は、鉄筋径及び弓張方向により
異なりますので、それらを踏まえて判断して下さい。

② D13とセパの直行締付け
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平行 縮 付 |十 時 の弓 1号 右 重 大東鋼業株式会社 調 べ 近畿高 エネルギー
加工技術研究所 調´ ※ 1

(参  考 ) セバ端部 の
ネ ジ部での締付け

吉R木オlil 蔀材 ②

1ク ノ` W5/16 ■・パ W5/16 RIn`184崚 of 6,R`106k,f

十フノ` W5/16 斜 餡 D10 150`n,lkp om`lo6崚
「

f 700r,75kFf) ,03`R39kgf)

■′ヽ W5/16 鉄筋 Dl 250(331kgf) 3 137(31 9kgf 823(287kef 206(632kttf

斜 筋 斜 舘 0 R50`R51レ 。 ,`R47レ σf フ6,レ σf

鉄 筋 鉄筋 0 3 10 700(1090kgf 10 106(1030kgf 095(927kgf

※ 1 許容引張荷重は、安全面を考慮して 2箇 所の試験場で

※ 現在の金物は、D13 D10兼 用タイプです。その他のサイズは検討中です御了承下さい


